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同期的共同作業における空間的指示を補助するカーソル拡張型コミュニケー
ション手法
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概要. 本研究の目的は，遠隔共同作業用ソフトウェアを用いた同期的な共同作業において，円滑なコミュ
ニケーションが行えるよう支援することである．我々はまず，コミュニケーション上の課題を明らかにする
ため，既存の共同作業用ソフトウェアの作業者同士のコミュニケーション手法について調査した．調査結果
より明らかになった課題の解決策として，遠隔共同作業用ソフトウェアにおけるカーソルがユーザのアバ
ターとして振る舞う点に着目したコミュニケーション手法を提案する．

1 はじめに

労働環境の多様化により様々な場所にいながら時
間に縛られない働き方としてテレワークが注目され
ている [1]．しかし，労働現場では未だに対面でのコ
ミュニケーションが重視される傾向にあり，広く普
及するには至っていない．Google Docsなどの共同
作業用ソフトウェアはウェブブラウザ上で文書など
の編集画面を共有し，リアルタイムに協力しながら
作業を行うことを支援するものの，作業中のコミュ
ニケーションを行うために開発されているわけでは
ない．そこで我々は，複数ユーザが同時に作業を行
う「同期的」な共同作業中に行うコミュニケーショ
ンの手法を提案する．まず予備調査として，支援す
るソフトウェアの利用目的や利用時のコミュニケー
ション手段を調査し，遠隔共同作業におけるコミュ
ニケーション上の課題を明らかにする．そして，明
らかになった課題を解決するため，作業者自身の分
身とも言えるカーソルに着目した，存在感を増強さ
せるコミュニケーション手法を提案する．

2 予備調査

2.1 目的と手法

本調査の目的は「共同作業ソフトウェアの利用目
的」「作業中のコミュニケーション手段」を明らか
にし，コミュニケーション上の課題を見つけること
である．Google Docsなどの既存の共同作業用ソフ
トウェアにおける作業中のコミュニケーション手段
を明らかにすると共に，共同作業用ソフトウェアの
課題を明らかにするため，Google Formsを用いた
アンケート調査を行った．

Copyright is held by the author(s).
∗ 東京大学大学院
† 産業技術総合研究所
‡ 東京大学
§ ソニーコンピュータサイエンス研究所

2.2 結果

回答者数は 53人 (8人が女性，1人が無回答)で
あった．また，平均年齢は 28歳であった (SD=7.36,
最小=16, 最大=52)．回答者の在住場所は日本，ス
イス，カナダ，米国が含まれていた．職業は研究者
や学生，ソフトウェアエンジニア，工業デザイナー
が含まれていた．
回答者は遠隔地と共同作業する際に，共同作業用

ソフトウェアとは別にテキストチャットや音声・ビデ
オチャットソフトウェアを用いてコミュニケーショ
ンを行っていた．このようなコミュニケーションの
課題として，対話相手の様子が伺えないという指摘
が得られた．例えば，音声でコミュニケーションを
している場合，相手が黙ると相手の状況が分からな
くなってしまう．共同作業者の存在感が減少するこ
とは共同作業を行う上で不都合であると報告されて
おり，存在感の増強によりこの課題を解消すること
が期待できる [2]．
また，「あれ」「これ」と言った空間的な指示がうま

く伝わらないという指摘も得られた．対面でコミュ
ニケーションをする時には，目線やハンドジェスチャ
といった非言語的な情報でその指示を伝えられるが，
共同作業用ソフトウェアを使用する場合，これら非
言語情報を正しく伝えることは容易ではないため指
示の伝達が難しいと考えられる．

3 提案手法

我々は調査結果をもとに「カーソル」に着目した
コミュニケーション手法を提案する．カーソルは多
くの同期的共同作業用ソフトウェアにおいて，ユー
ザーの存在感を共同作業者へ提示する要素とされて
いる [3]．画面共有画面文字入力画面におけるキャ
レットや，スプレッドシートにおけるユーザに選択さ
れたセルがカーソルに対応する．カーソルやコミュ
ニケーションの構成要素，提案手法との関係を図 1
に示す．我々の提案手法には次の 2つの特徴がある．
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図 1. コミュニケーションの構成要素と提案手法の関係

3.1 吹き出しを用いた空間的指示の伝達

図 2. 提案手法の具体例

予備調査より明らかになった空間的な指示が伝わ
りにくい課題を解消するために，カーソル位置にテ
キストを表示する手法を提案する (図 2-左)．カーソ
ルの位置と吹き出しの内容により，「あれ」「これ」と
いった空間的な指示が伝わることが期待できる．こ
の手法により，例えば共同で文章を編集・校正してい
るとき，カーソルで文章の一部を選択しながら吹き
出しを表示することで，どの文章について議論して
いるかを伝えられることが期待できる (図 2-中央)．

3.2 絵文字を用いた非言語情報の伝達

我々の提案手法は，非言語情報を伝えるためにカー
ソル位置に絵文字を表示する (図 2-右)．絵文字を
使用したコミュニケーションは，非言語情報の伝達
を容易にすることが報告されている [4]．この効果
を同期的な共同作業に応用すると，例えば画面共有
ソフトウェアを利用している際に，画面上の任意の
場所に絵文字を表示することで共同作業者に注目し
てほしい箇所を指示可能と思われる．

3.3 提案手法を活用したインタフェース

提案手法を用いたインタフェースの例として，コ
ンピュータの画面の任意の場所に絵文字や複数個の
カーソルを表示可能なシステムを開発した (図 3)．
ユーザが使用するコンピュータの画面上には，自分が
操作するマウスカーソル，共同作業者のマウスカー
ソルの両方が表示される．

図 3. 提案手法を実現するインタフェース: (A)ユーザ
はカーソル位置に絵文字や吹き出しを表示可能で
ある． (B)画面上の操作を邪魔せぬようスマート
フォンから表示させたい絵文字を選択する．

4 おわりに

本稿では，遠隔共同作業用ソフトウェアのコミュ
ニケーション上の課題を明らかにすべく予備調査を
行った．その結果，既存のコミュニケーション手段
では空間的指示の伝達が難しく，また共同作業者の
状況が分かりづらいという課題が明らかになった．
我々はこの課題に対して，カーソルをコミュニケー
ション用のツールとして利用する手法を提案し，解
決を試みた．今後は既存のコミュニケーション手段
と比較した際の有用性を評価するための実験を行う
予定である．
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